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委員会構成 〜議会の構成が変わりました〜

　

環
境
、
福
祉
、
医
療
、
教
育
等
の
分
野

に
つ
い
て
担
当
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に

関
わ
る
課
題
は
、
と
り
わ
け
日
々
の
市
民

生
活
に
密
着
し
た
も
の
ば
か
り
で
す
。
当

委
員
会
で
は
、
様
々
な
角
度
か
ら
議
論
、

協
議
し
課
題
を
見
出
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
課
題
に
対
し
て
は
、
提
言
書
と

し
て
と
り
ま
と
め
、
市
当
局
へ
改
善
を
求

め
て
い
く
考
え
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

企
画
政
策
や
建
設
、
産
業
経
済
な
ど
市

の
発
展
、
活
性
化
に
寄
与
す
る
部
及
び
人

事
な
ど
全
庁
を
管
理
す
る
総
務
部
等
、
広

範
な
部
署
を
受
け
持
ち
、
チ
ェ
ッ
ク
、
指

導
、
提
案
を
す
る
委
員
会
と
な
り
ま
す
。

　
「
将
来
を
見
据
え
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
」を
テ
ー
マ
に
調
査
研
究
を
し
、
実

効
性
を
伴
っ
た
中
長
期
的
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

と
根
拠
に
基
づ
く
政
策
提
言
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

市
議
会
は
議
会
基
本
条
例
に
則
り
、
市

民
に
開
か
れ
た
議
会
運
営
を
基
本
に
議
会

改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
議
会
構
成
に
お
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
よ
う
、

意
見
交
換
の
場
を
設
け
る
等
、
わ
か
り
や

す
く
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

　

多
様
な
声
を
生
か
し
、
円
滑
な
議
会
運

営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
議

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
職
責
の
重

さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
円
滑
な
議
会

運
営
に
努
め
、
市
民
の
皆
様
に
開
か
れ

た
議
会
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

牧
之
原
市
は
大
変
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
、
山
積
す
る
諸
課
題
を
抱
え
て
お

り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
要
望
に
お

応
え
す
べ
く
、
議
会
と
行
政
が
連
携
し

て
市
政
の
発
展
に
向
け
て
、
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

先
般
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
備

え「
地
震
財
特
法
の
延
長
に
関
す
る
意

見
書
」を
国
に
提
出
し
ま
し
た
。
意
見

書
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
議
会
が
一
体

と
な
れ
ば
条
例
制
定
も
可
能
と
な
り
ま

す
。

　

若
い
世
代
や
女
性
の
方
の
意
見
を
施

策
に
反
映
さ
せ
た
い
、
そ
れ
に
は
市
民

の
皆
様
の
ご
理
解
、
お
力
添
え
が
必
要

で
す
。
ぜ
ひ
と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

委員会ってなぁ〜に？
市には多くの仕事があり、１つ１つを全議員で話し合って決
めることは時間がかかります。そこで、仕事の種類によって
グループ分けし、詳細に調べたり話し合ったりします。

　

令
和
の
幕
開
け
と
と
も
に
、
こ
の

た
び
市
議
会
も
新
た
な
体
制
で
の
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
私
も
副
議

長
と
し
て
、
そ
の
職
を
責
任
も
っ
て

全
う
し
て
い
く
た
め
、
決
意
を
新
た

に
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
、
私
た
ち
地
方
議
会
が
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
国
の
法

律
の
と
お
り
決
め
ら
れ
た
こ
と
を
行

う
と
同
時
に
、
地
域
の
実
情
を
鑑
み

な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
の
た
め
に
何

を
す
れ
ば
よ
い
か
を
常
に
求
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
市
民
の
た
め
に
開
か
れ

た
風
通
し
の
良
い
議
会
と
、
効
率
的

で
効
果
的
な
議
会
運
営
を
目
指
す
た

め
、
よ
り
一
層
の
議
会
改
革
を
進
め

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
、
こ
れ
ら
を
念
頭
に
積
極

的
な
議
会
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

議会運営委員長総務建設委員長文教厚生委員長
鈴木 千津子平 口 朋 彦藤 野  守

副 議 長

大 井 俊 彦

議　長

中 野 康 子

本会議の運営や、請願、陳情な
どの取り扱い。その他、市議会
運営に関すること

財政、道路・河川、水道、防災、
公園、観光、商工業、農林水産
業、市の計画など

学校、図書館、スポーツ、環境、
健康、福祉、子育て、病院、税
務など

（委員長）鈴木 千津子

（委員長）平口 朋彦

（委員長）藤野　守

（委員長） 濵﨑 一輝 （委員長） 大井 俊彦

（副委員長）平口 朋彦

（副委員長）鈴木 長馬

（副委員長）澤田 隆弘

（副委員長）原口 康之 （副委員長）平口 朋彦

議会運営委員会

総務建設委員会

文教厚生委員会

議会だよりの編集や市議会ホームペー
ジなど、議会の広報活動に関すること

市の財政や経営状況についてのチェック・指導など
有識者による代表監査委員との２名体制で活動している

議会広報特別委員会
議会改革の推進や議会基本条例など各
種見直しに関すること

議会改革特別委員会

大井 俊彦	 澤田 隆弘
藤野　守	 鈴木 長馬

中野 康子	 大石 和央	 鈴木 千津子
良知 義廣	 植田 博巳	 濵﨑 一輝

大井 俊彦	 太田 佳晴	 村田 博英
名波 喜久	 吉田 富士雄	 原口 康之

藤野　守	 平口 朋彦
吉田 富士雄	 鈴木 長馬

全議員で構成

監査委員（議会選出）

太田 佳晴
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11月
定例会

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
審
議
会

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例 牧之原市における成年後見制度のイメージ

市
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定
に
つ
い
て

明
確
な
条
例
策
定
の
必
要
性
は

近
隣
市
町
の
状
況
は

こ
れ
ま
で
の
経
緯
は

手
数
料
徴
収
の
理
由
は

会
議
等
は
公
開
さ
れ
る
の
か

審
議
会
の
庶
務
の
担
当
は

廃
止
後
の
路
線
の
取
り
扱
い
は

市
民
後
見
人
の
不
祥
事
対
策
は

委
員
報
酬
の
予
算
は

制
度
利
用
の
現
状
と
今
後
は

議
案
へ
の
主
な
質
疑

今
ま
で
は
親
族
以
外
に
、
司
法
書
士
や

弁
護
士
等
が
後
見
人
と
な
っ
て
い
た

が
、
な
り
手
不
足
解
消
の
た
め
一
般
市

民
の
中
か
ら
後
見
人
に
な
る
人
が
増
え

る
よ
う
、
新
た
に
審
議
会
を
設
置
し
、

推
進
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
地

域
の
実
情
に
合
っ
た
検
討
を
す
る
た
め

の
付
属
機
関
を
設
置
す
る
も
の
。

工
事
事
業
者
を
指
定
す
る
に
あ
た
り
５

年
ご
と
の
更
新
制
に
な
っ
た
た
め
、
更

新
時
の
手
数
料
を
定
め
る
も
の
。

静
波
地
内
の
路
線
を
６
７
１
・
８
メ
ー

ト
ル
廃
止
し
、
そ
の
う
ち
３
１
２
・
４

メ
ー
ト
ル
を
認
定
す
る
も
の
。

単
な
る
審
議
会
設
置
の
条
例
で

は
な
く
、
目
的
や
基
本
理
念
な

ど
が
明
確
な
条
例
策
定
が
必
要
で
は
な

か
っ
た
か成

年
後
見
を
進
め
る
た
め
、
そ

の
都
度
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
形
で
、

国
の
基
本
政
策
に
沿
っ
た
市
の
計
画
と

し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

近
隣
市
町
の
状
況
は

市
民
後
見
人
の
育
成
は
、
藤
枝

市
、
焼
津
市
、
島
田
市
、
川
根

本
町
で
始
ま
っ
て
い
る
。
吉
田
町
と
牧

之
原
市
が
未
実
施
の
た
め
、
共
同
で
実

施
で
き
な
い
か
検
討
す
る
。
成
年
後
見

セ
ン
タ
ー
は
、
藤
枝
市
、
焼
津
市
、
島

田
市
が
設
置
し
て
い
る
。

水
道
法
の
改
正
に
よ
り
、
水
道

工
事
業
者
の
登
録
更
新
時
に
１

万
円
の
手
数
料
を
徴
収
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、
こ
れ
ま
で
は
徴
収
し
て
い
な
か

っ
た
の
かこ

れ
ま
で
は
初
期
登
録
す
れ
ば

更
新
の
必
要
は
な
か
っ
た
が
、

法
改
正
に
よ
り
５
年
ご
と
の
更
新
制
度

が
導
入
さ
れ
た
。

手
数
料
を
徴
収
す
る
よ
う
に
な

っ
た
理
由
は

規
制
緩
和
に
よ
り
工
事
業
者
が

激
増
し
た
た
め
、
営
業
状
況
な

ど
の
実
態
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
だ
っ

た
。
工
事
業
者
の
資
質
を
保
持
す
る
目

的
の
た
め
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。

条
例
案
に
は
秘
密
の
保
持
に
つ

い
て
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。
審

議
会
の
会
議
や
資
料
等
は
非
公
開
と
な

る
の
か

審
議
会
や
部
会
の
会
議
内
容
に

は
個
人
情
報
も
含
ま
れ
る
た
め
、

基
本
的
に
は
非
公
開
、
非
開
示
を
考
え

て
い
る
。 始

め
に
書
類
審
査
を
行
い
、
最

終
的
に
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
終

え
た
時
点
で
適
正
か
ど
う
か
判
断
す
る
。

決
定
後
は
、
年
１
回
裁
判
所
へ
収
支
報

告
し
、
預
金
通
帳
等
を
提
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
で
も

指
導
す
る
。

審
議
会
の
庶
務
は
ど
こ
の
部
署

が
担
当
す
る
の
か

成
年
後
見
制
度
は
福
祉
こ
ど
も

部
社
会
福
祉
課
が
担
当
し
て
い

る
。
今
回
の
審
議
会
に
つ
い
て
も
、
成

年
後
見
制
度
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、

庶
務
は
社
会
福
祉
課
が
担
当
す
る
。

廃
止
す
る
路
線
と
認
定
し
直
す

路
線
と
距
離
に
差
が
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
対
応
と
な
る
の
か

個
人
名
義
の
公
衆
用
道
路
に
戻

す
こ
と
に
な
る
。

市
民
後
見
人
に
関
し
て
は
全
国

で
事
件
、
事
故
が
多
い
。
市
民

後
見
人
に
な
る
ま
で
に
ど
の
よ
う
に
審

査
す
る
の
か

条
例
制
定
に
あ
た
っ
て
関
係
予

算
が
必
要
な
場
合
、
地
方
自
治

法
で
は「
少
な
く
と
も
同
一
会
期
中
に

適
格
な
予
算
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」と
さ
れ
る
が
今
回
の
委
員
報
酬
は

本
来
で
あ
れ
ば
予
算
計
上
が
望

ま
し
い
が
、
今
回
は
既
に
決
定

し
て
い
る
予
算
か
ら
流
用
さ
せ
て
も
ら

う
。

市
が
把
握
し
て
い
る
制
度
の
利

用
者
数
と
、
今
後
支
援
の
必
要

な
人
数
は利

用
者
は
平
成
30
年
末
79
人
で

あ
り
、
今
後
５
年
間
で
49
人
の

利
用
を
見
込
ん
で
い
る
。
成
年
後
見
セ

ン
タ
ー
や
各
部
会
で
も
後
見
人
の
適
性

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
制
度
の
悪
用
を
防
止

す
る
。

問問

問

問

問

問

問

問

問 問

答答

答

答

答

答

答

答 答 答

法務省が発行する啓発ポスター

成
年
後
見
制
度
の利

用
促
進
へ
！

〜議案ピックアップ〜 成年後見制度利用促進審議会条例
の制定について

○成年後見制度利用促進審議会
・成年後見センター設置に向けた検討
・成年後見制度利用促進計画の策定
・市民後見人の育成に関すること

○個別支援部会（専門部会）
・対象者の早期発見、支援方針の検討
・適切な後見人の検討
・市民後見人のマッチング、調整

○市民後見推進部会（専門部会）
・市民後見人の育成や支援
　　　養成講座修了時の審査
　　　名簿登録時の審査〔 〕

○成年後見センター（中核機関）
・相談業務（相談窓口、他機関の後方支援）
・市民後見人の活動支援・監督
・後見人への支援（専門的な助言）
・親族後見人支援（相談窓口、書類作成支援）

← ←

←

↕

↕

←

裁 判 所

牧之原市

後方支援

報告
相談

※チーム（対象者１名に対し設置）
メンバー
介護サービス事業所、ケアマネージャー
民生委員、地域包括支援センター　等

※チーム（対象者１名に対し設置）
メンバー
障害施設、障害サービス事業所
相談支援事業所　等
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田
沼
意
次
侯
生
誕
３
０
０
年
記
念

式
典
に
つ
い
て

ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て

大
井
川
の
水
問
題
に
つ
い
て

式
典
当
日
は
市
内
外
か
ら
２
万

人
超
が
来
場
し
、
過
去
に
例
が

な
い
ほ
ど
の
大
盛
況
で
あ
っ
た
。
最
近

の
市
内
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
好
評
で
あ
り
、

共
通
点
は
天
候
が
良
か
っ
た
こ
と
と
無

料
で
あ
っ
た
こ
と
だ
と
考
え
る
。
一
過

性
に
な
ら
な
い
よ
う
検
証
を
行
っ
て
ほ

し
い
が
成
功
の
要
因
は

１
年
半
前
か
ら
実
行
委
員
会
を

中
心
に
周
到
な
準
備
を
行
っ
て

き
た
こ
と
が
一
番
の
要
因
だ
と
思
う
。

今
後
策
定
予
定
の
市
の
ブ
ラ
ン

ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
誰
が
作
る
の

か
。
既
存
に
あ
る
も
の
と
の
す
み
分
け

は
。
ま
た
ど
の
よ
う
に
発
信
し
て
い
く

か

委
託
を
受
け
た
活
性
化
セ
ン
タ

ー
が
、
市
民
代
表
や
観
光
事
業

者
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー
と
と
も
に
作
り

上
げ
、
市
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
新
し
い

も
の
に
。
ロ
ゴ
な
ど
を
用
い
な
が
ら
Ｈ

Ｐ
・
冊
子
等
に
利
用
で
き
た
ら
と
思
う

が
具
体
的
に
は
こ
れ
か
ら
。

リ
ニ
ア
新
幹
線
に
伴
う
大
井
川

の
水
保
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

議
会
と
し
て
も
応
援
体
制
を
と
っ
て
い

る
。
新
幹
線
新
駅
の
今
後
も
含
め
市
長

の
考
え
は県

が
先
頭
に
立
ち
８
市
２
町
の

協
議
会
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
の
回
答
が
し
っ
か
り
さ
れ
て
い
な

い
の
が
課
題
で
あ
る
が
、
ま
ず
は
、
水

を
確
保
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
。

新
幹
線
新
駅
の
可
能
性
は
議
論
で
き
る

土
俵
を
作
る
こ
と
が
大
事
。

問

問問

答

答答

市
政
に
対
す
る
総
括
的
な
質
疑多くの人で賑わった

田沼意次侯生誕300年記念式典

11月
臨時会

早
急
に
災
害
復
旧
工
事

予
算
を
確
保

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

（
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
））

職
員
の
超
過
勤
務
手
当
の
金
額
は

国
か
ら
の
補
助
基
準
は

水
害
に
対
す
る
今
後
の
対
策
は

台
風
19
号
に
よ
る
災
害
復
旧
事
業
を

早
期
に
実
施
す
る
た
め
、
予
算
額
を

１
億
４
４
８
９
万
３
０
０
０
円
増
額
し

た
も
の
。

今
回
の
台
風
対
策
に
よ
る
職
員

の
超
過
勤
務
手
当
の
総
額
は
い

く
ら
か

金
額
は
現
時
点
で
算
出
し
て
い

な
い
が
、
台
風
対
策
で
出
勤
し

た
職
員
は
延
べ
５
６
０
人
、
延
べ
勤
務

時
間
は
２
９
０
０
時
間
で
あ
る
。

災
害
復
旧
事
業
に
対
し
、
補
助

が
出
る
基
準
は

時
間
雨
量
20
ミ
リ
ま
た
は
日
雨

量
80
ミ
リ
以
上
降
雨
が
あ
っ
た

場
合
に
対
象
と
な
り
、
な
お
か
つ
工
事

金
額
が
60
万
円
以
上（
土
木
施
設
）、
40

万
円
以
上（
農
業
施
設
）の
場
合
に
国
の

補
助
対
象
と
な
る
。

河
川
堤
防
が
破
損
し
た
場
所
も

あ
る
が
今
後
の
対
策
は

大
型
台
風
が
当
た
り
前
に
来
る

状
況
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
整

備
計
画
も
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
11
月
28
日

に
は
、
市

長
が
県
の

幹
部
や
土

木
事
務
所

へ
要
望
し

た
。

問 問

問

答 答

答

審
査
の
結
果
、
討
論
な
く
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

中央新幹線建設における大井川

水系の水資源の保全に関する意見書

要　　旨
　リニア中央新幹線建設に伴う大井川の流量減少に関して、昨年10月にＪＲ東海は「トンネル湧水の
全量を大井川に戻す措置」を表明し、その後、静岡県中央新幹線環境保全連絡会議の場で、その手法
や監視体制等に関する有識者の知見を交えた協議が進められてきた。
　私たち牧之原市議会をはじめ大井川流域の市町議会は、流量の全量回復と確実な環境保全措置の実
現を目指し、本年１月に８市２町の議長連名で要請書をＪＲ東海に提出するとともに、県中央新幹線
環境保全連絡会議等での協議経過を見守ってきたところである。
　しかし、協議の内容を確認する中で、改めて南アルプスの複雑な地質構造に由来した地下水脈の変
動、それに伴う表流水の減少、さらには地中の有害物質が及ぼす大井川の水質悪化に関して、ＪＲ東
海が説明する対応策が確実に実行され、担保されるのか疑問を抱かざるを得ない。
　ユネスコエコパークの認定を受け、希少な動植物が生息する南アルプスからもたらされる大自然の
恵みは、今なお流域の豊かな緑を育み、清き流れとなって駿河湾をより碧く深いものにしている。こ
の尊ぶべき自然環境を私たちは現時点だけを見据えることなく、将来に亘って引き継がれていくよう
にする義務がある。
　よって、市民を代表し下記の事項について要望する。

《国に対するもの》
　　１　将来に亘って流域住民の安全・安心な生活が確保され、企業活動の弊害が生じることのない

よう、水資源及び自然環境の保全に万全を期す対策が示されるべく、ＪＲ東海と調整されたい
こと

　　２　水資源及び自然環境の保全対策について、流域住民の理解を最優先とする説明がされるよう、
ＪＲ東海と調整されたいこと

　　３　地域の実情を踏まえ、国は中立性をもって協議の場に参画されたい

《県に対するもの》
　　１　将来に亘って流域住民の安全・安心な生活が確保され、企業活動の弊害が生じることのない

よう、水資源及び自然環境の保全に万全を期す対策が示
されるべく、国が関わることにあたって、ＪＲ東海との
調整に引き続きリーダーシップをとっていただくととも
に、流域自治体、利水関係者の声を汲み取っていただき
たいこと

　　２　水資源及び自然環境の保全対策について、流域住民の
理解を最優先とする説明がされるよう要請されたいこと

　　３　協議結果を明文化した基本協定の締結を完遂されたい

現在、牧之原市内で使用している水は１００％大井川を水源としています。今回、リニア中央新幹線建
設工事により大井川の水量が減少することが心配されていることから、市議会では国及び県に対し意見
書を提出しました。

国・県へ提出!

「中央新幹線建設における大井川水系の水資源の保全に関する意見書」

知事に直接手渡しました

台風により浸水した道路（細江地区）
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11月定例会 補正予算の審査

・台風１９号により被災した道路等の復旧費
・放課後児童クラブ利用者数増加に伴う経費
・放射線防護施設建設に伴う用地費
・東京五輪聖火リレーの準備経費
・川崎小学校体育館の照明故障に伴う修繕費

○今回の補正予算の主な内容

利
用
者
が
多
い
児
童
ク
ラ
ブ
は

危
険
箇
所
を
網
羅
で
き
る
の
か

当
初
予
算
で
金
額
が
少
な
い
理
由
は

補
正
予
算
で
対
応
す
べ
き
か

排
水
機
場
の
点
検
方
法
は

業
務
の
委
託
先
は

委
託
料
を
増
額
し
た
理
由
は

予
算
は
全
て
市
が
負
担
す
る
の
か

専
門
職
の
配
置
は

業
者
に
よ
る
点
検
の
期
間
は

排
水
機
場
が
故
障
し
た
原
因
は

補
助
対
象
外
の
復
旧
工
事
の
対
応
は

シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
な
い
理
由
は

補
助
対
象
に
な
る
た
め
の
条
件
は

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
費

４
９
６
万
９
０
０
０
円
増
額

川
崎
小
と
細
江
小
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
利
用
者
が
多
い
と

の
こ
と
だ
が
、
昨
年
よ
り
何
名
が
増
加

し
て
い
る
の
か

昨
年
度
と
比
較
し
川
崎
小
が
17

名
増
、
細
江
小
が
29
名
増
で
あ

る
。
支
援
員
は
全
体
で
４
名
増
加
さ
せ

対
応
し
て
い
る
。

交
通
安
全
対
策
整
備
事
業
費

５
４
５
万
円
増
額

今
回
の
補
正
予
算
額
で
市
内
の

危
険
箇
所
を
全
て
網
羅
で
き
る

の
か

保
育
園
、
幼
稚
園
や
小
中
学
校

の
教
育
委
員
会
、
警
察
と
連
携

を
し
、
一
定
の
基
準
を
設
け
て
パ
ト
ロ

ー
ル
し
て
い
る
。
現
時
点
で
必
要
だ
と

思
わ
れ
る
部
分
に
対
し
補
正
予
算
の
追

加
を
お
願
い
す
る
。

市
道
維
持
補
修
費　

２
０
０
万
円
増
額

当
初
予
算
で
例
年
並
み
の
修
繕

件
数
を
見
込
み
計
上
し
な
か
っ

た
の
か
、
あ
る
い
は
件
数
が
少
な
い
と

見
積
も
っ
た
の
か 

今
年
度
は
降
雨
等
の
天
候
が
要

因
で
例
年
よ
り
件
数
が
多
く
、

ま
た
早
目
に
維
持
修
繕
の
件
数
を
把
握

で
き
た
た
め
の
増
額
補
正
で
あ
る
。

秋
葉
公
園
の
駐
車
可
能
台
数
が

不
足
し
て
い
る
た
め
近
隣
の
場

所
を
利
用
し
て
い
た
が
、
近
隣
住
民
が

騒
音
等
で
迷
惑
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

急
き
ょ
５
台
分
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
す
る
も
の
で
あ
る
。

公
園
緑
地
管
理
費　

１
４
５
万
円
増
額

公
園
駐
車
場
の
改
修
工
事
だ
が
、

補
正
予
算
で
対
応
す
る
理
由
は

何
か

湛
水
防
除
施
設
等
管
理
費

２
０
７
万
１
０
０
０
円
増
額

排
水
機
場
の
点
検
は
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

修
繕
計
画
を
作
成
し
管
理
し
て
い
る
の

か

専
門
業
者
が
年
間
を
通
じ
て
定

期
的
に
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
実
際
に
作
動
す
る
か
職
員
が
毎

月
点
検
し
て
い
る
。
機
場
は
市
内
に
複

数
あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
と
兼
ね
合
い

を
と
り
な
が
ら
修
繕
計
画
を
立
て
て
い

る
。

沿
岸
部
活
性
化
推
進
事
業
費

82
万
５
０
０
０
円
増
額

沿
岸
部
活
性
化
の
た
め
の
業
務

は
ど
こ
に
委
託
を
す
る
の
か
。

委
託
先
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、

委
託
内
容
は
ウ
ェ
ー
ブ
プ
ー
ル

を
核
と
し
た
観
光
誘
致
等
に
関
わ
る
部

分
を
お
願
い
す
る
。
金
額
は
こ
れ
ま
で

進
め
て
き
た
中
で
の
試
算
で
あ
る
。

小
学
校
施
設
管
理
費

１
５
３
万
９
０
０
０
円
増
額

エ
ア
コ
ン
の
保
安
管
理
業
務
の

委
託
料
25
万
９
０
０
０
円
の
増

額
分
は
何
か

令
和
元
年
７
月
ま
で
に
小
学
校

７
校
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
た

た
め
、
受
電
設
備
の
交
換
が
必
要
と
な

り
容
量
が
増
加
し
た
。
７
月
以
降
発
生

す
る
受
電
設
備
の
保
安
管
理
の
た
め
の

業
務
委
託
料
で
あ
る
。

聖
火
リ
レ
ー
実
施
事
業
費

５
３
７
万
１
０
０
０
円
増
額

聖
火
リ
レ
ー
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

関
係
の
予
算
は
全
て
市
が
負
担

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
国
や
県

か
ら
補
助
等
は
出
な
い
の
か

国
か
ら
特
別
交
付
税
と
し
て
予

算
の
う
ち
の
２
分
の
１
が
補
助

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
　

包
括
的
支
援
事
業
費

４
２
９
万
６
０
０
０
円
増
額

新
た
に
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
場
合
、
社
会
福
祉
士

等
の
専
門
職
の
配
置
は

社
会
福
祉
士
及
び
看
護
師
の
２

職
種
を
採
用
す
る
予
定
で
あ
る
。

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
配
置
は

担
任
区
分
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
の
配
置
は
考
え
て
い
る
。

専
門
業
者
に
よ
る
点
検
は
ど
の

程
度
か
。
ま
た
、
今
回
の
修
繕

は
計
画
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
か

機
場
の
全
体
的
な
点
検
は
年
１

回
実
施
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外

に
不
具
合
が
生
じ
た
場
合
は
、
そ
の
都

度
依
頼
し
て
い
る
。
今
回
は
、
周
辺
設

備
の
タ
ン
ク
及
び
輸
送
管
の
取
り
替
え

で
あ
り
、
緊
急
的
な
修
繕
で
あ
る
。

排
水
機
場（
細
江
地
区
）の
ポ
ン

プ
修
繕
は
台
風
被
害
に
よ
る
も

の
か
。
今
回
の
故
障
に
よ
り
、
普
段
発

生
し
な
い
地
区
で
も
床
上
浸
水
が
発
生

し
た
が

40
年
経
過
し
た
こ
と
に
よ
る
経

年
劣
化
が
原
因
で
あ
る
。
ポ
ン

プ
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
等
を
行
い
維
持

管
理
に
務
め
る
。

補
助
対
象
外
の
災
害
に
は
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か

対
象
外
の
小
規
模
の
も
の
は
、

市
の
単
独
予
算
で
対
応
す
る
。

児
童
扶
養
手
当
費50

万
５
０
０
０
円
減
額

開
発
さ
れ
た
児
童
扶
養
手
当
シ

ス
テ
ム
が
う
ま
く
機
能
し
な
か

っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
対
応
と
詳
細
な

説
明
を
求
め
る

当
初
、
住
基
シ
ス
テ
ム
管
理
業

者
と
は
別
業
者
の
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
予
定
で
い
た
。
し
か
し
、
他

市
町
で
テ
ス
ト
し
た
結
果
、
う
ま
く
機

能
し
な
か
っ
た
た
め
、
住
基
シ
ス
テ
ム

管
理
業
者
が
独
自
開
発
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
次
年
度
早
々
に
導
入
す
る
。

農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費

６
０
８
９
万
９
０
０
０
円
増
額

農
業
用
施
設
復
旧
費
は
被
害
規

模
に
応
じ
て
国
が
補
助
す
る
の

か
、
被
害
額
に
関
係
な
く
補
助
金
が
つ

く
の
か

農
場
用
施
設
は
１
カ
所
の
工
事

費
が
40
万
円
以
上
で
あ
り
、
関

係
す
る
戸
数
が
２
戸
以
上
の
場
合
に
補

助
の
対
象
と
な
る
。

問問 問問

問問

問

問

問問

問問

問

問

問

答答 答

答 答答

答

答

答答

答答

答

答

答

大雨時に作動する排水機場

台風により屋根が飛ばされたビニールハウス

梅雨時期にはあじさいが満開になる秋葉公園

牧
之
原
市
に
聖
火
が
や
っ
て
き
ま
す
！

（
広
報
ま
き
の
は
ら
よ
り
抜
粋
）
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市
の
廃
棄
物
処
理
計
画
で

は
、
事
前
準
備
、
初
動
期
、

応
急
対
応
期
、
復
旧
・
復
興
期
に

分
け
て
策
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
、
組
織
内
の
体
制
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

市
の
災
害
対
策
本
部
に
衛

生
班
を
中
心
と
し
た
災
害

廃
棄
物
対
策
班
を
設
置
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
対
応
期
に
お
け
る
体
制
を

組
織
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
実
際
の
災
害
規
模
、

対
応
時
期
区
分
に
応
じ
て
必
要
な

部
署
へ
担
当
者
を
配
置
し
て
い
く
。

既
存
施
設
の
処
理
見
通
し

の
遅
れ
に
伴
う
仮
設
処
理

施
設
の
設
置
や
、
民
間
処
理
業
者

へ
の
委
託
等
、
速
や
か
な
判
断
が

必
要
と
な
る
と
思
う
が
、
現
時
点

で
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

災
害
廃
棄
物
が
大
量
に
発

生
し
た
場
合
は
、
早
期
に

現
状
を
把
握
し
、
市
の
処
理
施
設

で
処
理
が
可
能
か
判
断
す
る
。
市

単
独
で
迅
速
な
処
理
が
困
難
と
予

想
さ
れ
る
場
合
は
、
県
、
市
町
村
、

関
連
団
体
及
び
民
間
事
業
者
と
連

携
し
て
、
広
域
的
な
処
理
を
進
め

て
い
く
。被

災
地
域
の
広
域
化
に
よ

り
、
広
域
処
理
す
る
際
の

輸
送
体
制
確
保
が
難
航
し
た
場
合
、

輸
送
業
者
の
活
用
等
、
別
途
輸
送

体
制
の
確
保
が
重
要
に
な
る
と
思

う
が
市
の
対
応
は

県
の
計
画
で
は
、
県
域
を

越
え
た
広
域
体
制
と
し
て
、

全
国
都
道
府
県
と
の
広
域
応
援
協

定
を
結
ん
で
い
る
の
で
、
こ
の
協

定
に
よ
り
広
域
輸
送
業
者
を
活
用

し
た
輸
送
体
制
を
確
保
し
て
い
く
。

牧
之
原
市
で
は
、
平
成
29
年
３
月
に「
牧
之
原
市
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
」を
策

定
し
、
巨
大
災
害
に
よ
っ
て
発
生
す
る
が
れ
き
等
の
災
害
廃
棄
物
や
避
難
所
か

ら
発
生
す
る
生
活
ご
み
の
処
理
対
応
を
定
め
て
い
る
。
し
か
し
、
被
災
し
た
地

域
で
の
廃
棄
物
等
の
年
間
処
理
量
は
、
通
常
の
数
倍
か
ら
数
十
倍
に
上
る
と
言

わ
れ
て
お
り
、
円
滑
な
復
旧
、
復
興
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
大
き
な
障
害
と
な

る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
質
問
す
る
。

大井 俊彦

問

問問

答

答答

一般質問
市政を問う!!

災
害
廃
棄
物
を
適
切
に
処

理
で
き
な
い
、
ま
た
は
処

理
が
遅
延
す
る
と
円
滑
な
復
旧
・

復
興
の
妨
げ
や
、
周
辺
分
野
へ
悪

影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
の
で
、

平
常
時
か
ら
綿
密
な
対
策
を
考
え

て
お
い
て
ほ
し
い

「
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
」

が
実
行
性
の
あ
る
も
の
と

な
る
よ
う
、
常
に
検
証
を
行
っ
て

い
く
。

問答

質問の様子はこちら
−動画配信中！− 

予想される災害廃棄物への対応は

〜議決結果と概要〜

件　　　　　名 結果 概　　　　　要

人
事
案
件

人権擁護委員の候補者の推薦について 適任 人権擁護委員に「向笠 惠子」氏を選任するもの。

教育委員会委員の任命について 同意 教育委員会委員に「寺井 ゆみ」氏を任命するもの。

条
例
改
正

会計年度任用職員制度の導入に伴う関係条例の整備に関する
条例の制定について 可決 会計年度任用職員制度の導入に伴い８つの条例を改正するもの。

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条
例の一部を改正する条例 可決 法改正により特別職、非常勤職員から交通指導員及び自治振興協力員を削除

し、選挙時における投票管理者等の報酬を引き上げるもの。

成年後見制度利用促進審議会条例の制定について 可決 成年後見制度の体制づくりを進めるため新たに審議会を設置し、併せて地域
の実情に合った検討をするための付属機関を設置するもの。

分担金徴収条例の一部を改正する条例 可決 ほ場整備実施に伴い、受益者からの負担金の負担率を設定するもの。

水道事業給水条例の一部を改正する条例 可決 工事事業者を指定するにあたり５年ごとの更新制になったため、更新時の手
数料を定めるもの。

補
正
予
算

令和元年度一般会計補正予算(第５号) 可決 5億3128万1000円増額し、予算額を212億9954万8000円とするもの。

令和元年度介護保険特別会計補正予算(第３号） 可決 429万6000円増額し、予算額を45億8809万5000円とするもの。

そ
の
他

字の区域の変更について 可決 男神地区水田区画整理事業の完了に伴い、筆界を変更するもの。

市道路線の廃止について 可決
静波地内の路線を671.8メートル廃止し、そのうち312.4メートルを認定するも
の。

市道路線の認定について 可決

報
告

専決処分の報告について 報告 令和元年11月に発生した公用車での事故に対して損害賠償の額を定め和解し
たもの。

専決処分の報告について 報告 令和元年10月に発生した市道の陥没により発生した事故に対して損害賠償の
額を定め和解したもの。

意
見
書

中央新幹線建設における大井川水系の水資源の保全に関する
意見書 可決 リニア中央新幹線建設工事により、大井川の流量が減少することが危惧され

ているため、流量が確保されるよう国及び静岡県に対し要望するもの。（詳
細はＰ7）中央新幹線建設における大井川水系の水資源の保全に関する

意見書 可決

件　　　　　名 結果 概　　　　　要

専
決

処
分 専決処分の承認について（令和元年度一般会計補正予算（第４号）） 承認 1億4489万3000円増額し、予算額を207億6826万7000円としたもの。

◦賛否が分かれた議案

◦11月定例会

・11月臨時会 

〇 ：賛成 
● ：反対 結果

鈴
木
長
濵
﨑
原
口
吉
田
平
口
藤
野
名
波
植
田
村
田
良
知
澤
田
鈴
木
千
太
田
大
石
大
井
中
野

人
事
案
件

監査委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ― ○ ○ ― 監査委員に「太田　佳晴」氏を選任するもの。

　市議会では、市のホームページと共に１月下旬にホームページの
リニューアルを実施しました。新たなホームページは「誰もが見や
すく、使いやすい」をコンセプトに、今まで以上に写真やイラスト
を多用し、見たい情報がどこにあるのか瞬時にわかるようなつくり
になっています。
　今後も、市民の皆さんにとって見やすいホームページを目指して
いきます。

市議会のホームページが

リニューアル！
山
積
み
に
な
る
災
害
ご
み



13 12まきのはら議会だより　第57号
令和２年２月15日 発行

まきのはら議会だより　第57号
令和２年２月15日 発行

一般質問日
本
で
は
食
べ
ら
れ
る
の
に
廃
棄
さ
れ
る「
食
品
ロ
ス
」の
う
ち
、
宴
会
時
の
食
べ
残
し
も
問

題
視
さ
れ
て
い
る
。
宴
会
で
乾
杯
後
30
分
、
お
開
き
前
10
分
は
自
席
に
て
再
度
料
理
を
楽
し

む
こ
と
を
呼
び
か
け
、「
も
っ
た
い
な
い
」の
気
持
ち
を
持
ち
、
食
品
ロ
ス
を
削
減
す
る
も
の

で
、「
宴
会
３
０
１
０
運
動
」と
し
て
、
多
く
の
自
治
体
が
興
味
を
示
し
全
国
に
波
及
し
て
い

る
。
ゴ
ミ
の
削
減
は
ど
こ
の
自
治
体
に
と
っ
て
も
課
題
で
あ
り
、
こ
の
取
組
み
は
食
品
ロ
ス

削
減
の
一
つ
の
方
策
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
宴
会
前
後
20
分
間
の
食
事
タ
イ
ム
を
と
る
牧
之
原

市
版「
宴
会
２
０
２
０
運
動
」を
推
奨
す
る
。

郷
土
の
偉
人
、
歴
史
に
つ

い
て
の
教
育
は

児
童
生
徒
や
様
々
な
方
が

学
ぶ
機
会
を
、
３
０
０
年

祭
を
契
機
に
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、

発
展
的
に
そ
の
子
が
歴
史
に
興
味

を
も
ち
、
自
由
研
究
や
発
表
す
る

こ
と
に
繋
が
っ
て
い
け
ば
、
大
人

に
な
っ
て
も
、
さ
ら
に
郷
土
に
誇

り
を
も
っ
て
、
牧
之
原
市
が
好
き

だ
と
い
う
子
ど
も
た
ち
が
一
層
増

え
て
い
く
と
思
う
。

産
業
、
誘
客
、
地
域
活
性
化
の
面

か
ら
施
策
を
行
う
。

鈴
木
梅
太
郎
博
士
、
相
良

氏
、
勝
間
田
氏
な
ど
郷
土

の
偉
人
の
顕
彰
を
実
施
す
る
考
え

は

今
回
限
り
で
は
な
く
継
続

し
、
多
く
の
郷
土
の
偉
人

の
功
績
や
業
績
を
顕
彰
し
、
さ
ら

な
る
郷
土
愛
の
醸
成
を
図
る
機
会

を
設
け
る
。
資
料
や
史
跡
の
調
査

研
究
を
進
め
、
歴
史
教
育
や
出
前

授
業
、
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
を
通

し
て
、
市
内
外
へ
広
く
周
知
し
て

い
く
。

各
地
区
に
歴
史
や
偉
人
、

史
跡
、
神
社
仏
閣
が
点
在

し
て
い
る
。「
ぶ
ら
り
田
沼
の
旅
」

の
よ
う
に
こ
れ
ら
を
巡
る
散
歩
・

自
転
車
コ
ー
ス
を
開
拓
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が

「
ぶ
ら
り
田
沼
の
旅
」
で

は
、
歴
史
好
き
の
方
な
ど

多
く
の
方
が
遠
方
か
ら
来
て
く
れ

た
。
関
係
人
口
の
増
加
や
歴
史
探

訪
、
健
康
づ
く
り
も
含
め
非
常
に

有
効
で
、
活
性
化
ツ
ー
ル
と
し
て

い
く
。

宴
会
に
お
け
る
食
べ
残
し

現
状
を
ど
う
見
る
か

食
品
ロ
ス
統
計
調
査
に
よ

る
と
宴
会
で
の
食
べ
残
し

割
合
は
14
．
２
％
も
あ
る
。
世
界

で
は
今
も
栄
養
不
足
人
口
が
数
億

人
い
る
中
、
食
べ
残
し
の
量
は
、

い
か
に
も「
も
っ
た
い
な
い
」し
、

処
理
す
る
に
も
膨
大
な
コ
ス
ト
が

か
か
る
。
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
組

み
は
国
際
社
会
に
対
す
る
責
任
で

も
あ
る
。
宴
会
料
理
は
適
量
注
文

な
ど
の
取
組
み
が
必
要
。

当
市
で
牧
之
原
市
版「
宴

会
２
０
２
０
運
動
」を
推

奨
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ア

イ
デ
ア
に
つ
い
て
の
考
え
方
は

食
べ
残
し
削
減
に
有
効
な

手
法
で
あ
り
、
こ
の
取
組

み
を
各
飲
食
店
に
周
知
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
市
民
に
も
広
く

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

い
の
は
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
で

全
体
の
70
％
、
市
役
所
・
学
校
・

市
所
管
の
施
設
で
使
用
し
て
い
る
。

問問

問

問

問 答答

答

答

答

植田 博巳名波 喜久
質問の様子はこちら質問の様子はこちら

−動画配信中！− −動画配信中！− 

記
念
事
業
の
効
果
は

広
い
年
代
の
方
に
意
次
侯

を
知
る
機
会
と
理
解
が
深

め
ら
れ
、
意
次
侯
の
功
績
の
顕
彰

と
市
民
の
誇
り
の
醸
成
に
寄
与
し

た
。
大
祭
で
の
販
売
が
好
調
で
あ

り
、
報
道
機
関
に
よ
る
記
事
掲
載

や
来
場
者
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
へ
の

投
稿
な
ど
、
広
く
牧
之
原
市
を
発

信
で
き
た
。

今
後
の
あ
り
方
は

引
き
続
き
意
次
侯
を
継
承

し
、
産
業
祭
と
し
て
実
施

す
る
。
意
次
侯
の
改
革
精
神
を
引

継
ぎ
、
社
会
教
育
や
生
涯
教
育
、

３
０
０
年
大
祭
は
、
市
内
外
か
ら
人
口
の
約
半

数
に
当
た
る
２
万
人
を
超
す
人
出
と
な
っ
た
。

城
下
町
を
散
策
す
る「
ぶ
ら
り
田
沼
の
旅
」や

小
・
中
・
高
校
生
に
よ
る
意
次
侯
を
顕
彰
し
た

歴
史
・
地
域
学
習
や
壁
画
修
復
、
田
沼
劇
、
人

形
劇
、大
祭
で
は「
相
良
小
ふ
る
さ
と
科
」の「
イ

ン
相
良
城
学
校
」開
催
や
市
民
に
よ
る
多
く
の

記
念
事
業
が
展
開
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
市
内
外
に
意
次
侯
の
功
績
と
牧

之
原
市
が
発
信
さ
れ
活
性
化
の
契
機
に
な
っ
た
。

今
後
も
こ
の
活
力
を
持
続
可
能
な
も
の
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問問 答答

田沼意次侯生誕３００年祭牧之原市版「宴会2020運動」を

平田寺の竹灯り

田沼意次侯生誕300年記念大祭

公
共
施
設
内
に
お
い
て
障

害
者
就
労
施
設
か
ら
の
物

品
調
達
で
の
対
応
状
況
は

物
品
等
の
情
報
を
庁
内
各

課
に
周
知
し
、
発
注
を
促

進
し
て
い
る
。
特
に
調
達
が
大
き

市
民
・
市
内
企
業
及
び
事

業
所
の
物
品
調
達
状
況
は

特
に
お
祭
り
の
軒
花
は
市

内
80
の
町
内
会
か
ら
依
頼

が
あ
る
。推

進
法
に
対
処
し
た
今
後

の
対
応
は
計
画
さ
れ
て
い

る
の
か

特
に
公
共
施
設
で
使
用
す

る
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

は
率
先
し
て
１
０
０
％
の
調
達
を

目
指
す
。
地
域
内
各
施
設
と
連
携

を
図
り
、
物
品
の
紹
介
に
取
組
む
。

問

問問

答

答答

障
害
者
就
労
施
設
の  

物
品
発
注
に
支
援
を

国
や
地
方
公
共
団
体
が
率
先
し

て
、
障
害
者
就
労
施
設
等
か
ら

物
品
等
の
調
達
を
推
進
す
る
よ

う
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と

を
定
め
た「
障
害
者
優
先
調
達

推
進
法
」に
よ
り
市
町
の
物
品・

役
務
調
達
実
績
が
公
表
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
当
市
は
県
内
市

町
に
お
い
て
実
績
は
下
位
で
あ

る
。

市役所で不定期に開かれる
福祉のお店ドリームまきのはら
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一般質問市
内
の
工
業
団
地
周
辺
や
大
手
企
業
の
工
場
に
通

じ
る
道
路
整
備
は
進
み
、
渋
滞
等
の
緩
和
が
さ
れ

て
き
て
い
る
。
一
方
で
市
民
が
利
用
す
る
道
路
で

は
傷
ん
だ
ま
ま
未
補
修
と
な
っ
て
い
る
路
線
が
あ

る
。
生
活
道
路
の
早
急
な
管
理
、
点
検
、
補
修
な

ど
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

あ
る
世
論
調
査
で
は「
日
本
の
民
主
主
義

の
状
況
」に
満
足
し
て
い
な
い
と
の
回
答

が
40
・
７
％
を
占
め
て
お
り
、
さ
ら
に
政

治
へ
の
不
信
感
は
若
者
世
代
に
よ
り
顕
著

に
現
れ
て
い
る
。
次
世
代
の
担
い
手
で
あ

る
若
者
の
政
治
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促

し
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
者
と
な
っ
て
も

ら
う
環
境
づ
く
り
が
今
の
牧
之
原
市
に
と

っ
て
何
よ
り
も
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

自
分
自
身
と
政
治
が
か
か

わ
っ
て
い
く
た
め
の
必
要

な
知
識
や
技
術
を
取
得
す
る
の
が

「
主
権
者
教
育
」で
あ
る
。
当
市
の

状
況
は

子
ど
も
た
ち
の
発
達
段
階

に
応
じ
て
具
体
的
に
行
っ

て
い
る
。
生
徒
会
役
員
選
挙
や
社

会
科
授
業
等
で
市
議
会
を
傍
聴
し

た
り
、
議
会
だ
よ
り
を
参
照
し
市

の
現
状
を
学
ん
で
い
る
。

「
教
育
」そ
し
て「
若
者
」こ

そ
最
大
の
投
資
先
だ
。
子

育
て
世
代
に
対
し
て
の
支
援
策
は

あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
若
い
世
代

へ
の
積
極
的
な
施
策
が
必
要
で
は

な
い
か
。
ど
う
い
う
ま
ち
な
ら
残

っ
て
く
れ
る
か
、
ど
う
い
う
支
援

が
あ
れ
ば
住
み
続
け
た
い
と
思
う

か
を
直
接
聞
く
こ
と
も
大
事
。
今

行
っ
て
い
る「
地
域
リ
ー
ダ
ー
育

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
修
了
生
の

受
け
皿
と
し
て
、
市
長
の
諮
問
機

関「
地
域
リ
ー
ダ
ー
若
者
議
会（
仮

称
）」の
創
設
を

誰
が
や
る
か
、
こ
れ
が
非

常
に
難
し
い
。
行
政
が
押

し
付
け
た
ら
誰
も
受
け
な
い
。
成

功
例
と
も
い
え
る「
絆
づ
く
り
事

業
」の
中
か
ら
意
欲
あ
る
人
た
ち

が
出
て
く
る
は
ず
。
そ
れ
を
最
終

的
に
束
ね
れ
ば
い
い
と
今
の
と
こ

ろ
は
そ
う
考
え
る
。

よ
り
具
体
的
な
ほ
う
が
良

い
の
で
は
な
い
か
。
日
本

の
公
党
が
ど
う
い
っ
た
国
を
目
指

し
て
い
る
の
か
を
知
っ
た
り
、
ま

た
新
聞
を
活
用（
Ｎ
Ｉ
Ｅ
）し
た

「
争
点
教
育
」な
ど
も
非
常
に
重
要

だ

候
補
者
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

を
読
み
解
く
授
業
は
、
個

人
批
判
に
繋
が
る
等
の
問
題
も
あ

り
難
し
い
が
、
新
聞
を
使
っ
て
の

学
び
は
市
内
で
も
実
際
に
例
が
あ

る
。
こ
れ
は
非
常
に
効
果
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て
若

者
が
活
躍
で
き
る
場
が
も

っ
と
必
要
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で

は
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る

「
未
来
若
者
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
あ

る
が
、
今
後
ど
れ
だ
け
の
事
業
が

展
開
さ
れ
る
の
か

今
は
人
材
育
成
段
階
で
あ

る
た
め
、
数
字
的
な
目
標

を
お
示
し
で
き
る
の
は
ま
だ
先
に

な
る
。

傷
ん
だ
市
道
は
ど
の
よ
う

な
優
先
順
位
で
修
繕
さ
れ

て
い
る
か最

優
先
は
交
通
量
の
多
い

主
要
な
道
路
で
あ
り
、
補

助
事
業
な
ど
を
活
用
す
る
路
線
。

次
に
補
助
の
対
象
と
は
な
ら
な
い

が
、
比
較
的
大
規
模
な
維
持
補
修

が
必
要
な
市
単
独
予
算
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
３
番
目
は
比
較
的
小

規
模
で
市
単
独
予
算
に
よ
り
対
応

す
る
も
の
と
し
て
い
る
。
平
成
29

年
度
ま
で
は
大
型
道
路
の
新
設
改

良
事
業
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
既

存
道
路
の
維
持
補
修
を
重
点
に
進

め
て
い
る
。

道
路
に
関
わ
る
補
修
箇
所

の
把
握
や
対
応
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
か

道
路
状
態
の
把
握
に
つ
い

て
は
、
月
３
回
市
内
全
域

の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

い
る
。
国
道
、
県
道
の
管
理
に
つ

い
て
は
土
木
事
務
所
と
相
互
に
連

携
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
維
持
補
修
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
停
止
線
、

横
断
歩
道
の
路
面
表
示
が
不
鮮
明

の
も
の
は
牧
之
原
警
察
署
に
対
応

依
頼
し
て
い
る
。

日
常
生
活
に
利
用
す
る
道

路
の
保
全
、
補
修
は
早
急

に
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が

生
活
道
路
の
補
修
は
、
例

年
３
４
０
０
万
円
を
予
算

計
上
し
実
施
し
て
い
る
。
要
望
が

あ
っ
た
補
修
路
線
は
年
度
内
に
修

繕
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し
て

い
る
。
路
線
に
よ
っ
て
は
２
、
３

年
内
に
対
応
す
る
場
合
が
あ
る
。

道
路
補
修
の
当
面
の
対
応

と
長
期
的
な
対
応
を
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
か

道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
は

施
設
の
延
命
化
、
ひ
い
て
は
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト
の
削
減
の
た
め
に
予

防
保
全
を
行
っ
て
い
る
。
市
は
補

助
事
業
の
対
象
路
線
に
つ
い
て
維

持
管
理
の
整
備
計
画
を
策
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
年
間
を
通
じ
て
業

者
と
補
修
委
託
契
約
を
結
び
市
民

生
活
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
対
応

し
て
い
る
。

平
成
30
年
度
の
道
路
補
修

の
要
望
は
何
件
か
。
ま
た

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か

各
地
区
か
ら
の
道
路
補
修

の
要
望
は
44
件
、
う
ち
39
件
は
30

年
度
予
算
に
よ
り
対
応
、
他
５
件

の
う
ち
４
件
は
31
年
度
対
応
済
み

と
な
っ
て
い
る
。

問

問

問問

問問

問

問

問 答

答

答答

答

答答

答

答

平口 朋彦藤野　守
質問の様子はこちら質問の様子はこちら

−動画配信中！− −動画配信中！− 

新設された大倉壱丁田線

次代を担う「若者」に活躍の場を傷んだ市道などの管理と補修を

「
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
」
の
１
コ
マ

活
発
な
話
し
合
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ

て
い
る

修
繕
が
遅
れ
利
用
し
に
く
い
生
活
道
路
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一般質問
地
球
温
暖
化
の
影
響
が
台
風
の
大
型
化
な

ど
に
見
ら
れ
、
様
々
な
被
害
が
頻
発
し
て

い
る
。
日
本
は
パ
リ
協
定
の
温
暖
化
防
止

対
策
に
お
い
て
消
極
的
だ
と
非
難
さ
れ
て

い
る
。
私
は
現
在
の「
大
量
生
産
、
大
量

流
通
、
大
量
消
費
、
大
量
廃
棄
」の
社
会

を
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

国
連
気
候
行
動
サ
ミ
ッ
ト

で
は
、
多
く
の
国
が
対
策

を
強
化
す
る
と
し
、
１
１
０
０
を

超
え
る
自
治
体
や
議
会
が「
気
候

緊
急
事
態
宣
言
」を
行
っ
て
い
る
。

市
長
の
見
解
を
伺
う

こ
の
宣
言
は
意
義
あ
る
も

の
と
考
え
る
。
県
市
長
会

等
に
多
く
の
自
治
体
が
連
携
し
て

取
り
組
む
よ
う
働
き
か
け
た
い
。

ま
ず
は
わ
が
市
が
宣
言
を

し
て
積
極
姿
勢
を
示
す
こ

と
で
、
周
り
を
巻
き
込
む
こ
と
も

必
要
で
は
な
い
か

牧
之
原
市
だ
け
が
宣
言
を

し
て
も
、
国
を
動
か
す
に

は
至
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
た
め
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
組
み

な
ど
、
し
っ
か
り
発
信
を
す
る
中

で
、
賛
同
者
を
得
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

民
間
で
は
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

や
風
力
発
電
が
盛
ん
で
あ

る
が
、
市
民
や
行
政
が
参
加
し
た

自
立
分
散
型
の
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
仕
組
み
づ
く
り
を
ど
う
す
る

か

一
般
廃
棄
物
の
ご
み
削
減

の
取
組
み
も
重
要
。
削
減

目
標
値
を
下
回
っ
て
い
る
が
原
因

は
何
か

可
燃
ご
み
全
体
量
の
削
減

が
で
き
な
か
っ
た
。
さ
ら

な
る
啓
発
に
努
め
た
い
。

一
例
と
し
て
、
牧
之
原
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
北
側
の

高
台
開
発
お
い
て
は
、
地
産
地
消

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
を
目
指
し

た
い
。
こ
の
地
域
で
は
静
岡
ガ
ス

の
天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
通

っ
て
お
り
、
天
然
ガ
ス
を
活
用
し

た
発
電
、
そ
の
他
の
利
用
を
検
討

し
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け

る
気
候
変
動
に
対
応
す
る

施
策
の
推
進
と
い
う
、
気
候
変
動

適
応
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
伺
う

気
候
変
動
適
応
の
関
東
広

域
協
会
の
会
議
に
参
加
す

る
こ
と
で
情
報
収
集
を
し
て
、
２

０
２
１
年
度
の
環
境
基
本
計
画
見

直
し
に
あ
わ
せ
て
検
討
し
た
い
。

問問問

問

問

答答

答答

答

大石 和央
質問の様子はこちら

−動画配信中！− 

気候変動にどう対応するのか市民が活躍できるまちを

少
子
高
齢
化
が
進
む
こ
と
で
、
地
域
の
担
い
手
不

足
が
深
刻
と
な
り
同
時
に
地
方
の
市
政
経
営
は
ま

す
ま
す
大
変
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
た
め
、「
市
民

参
画
の
対
話
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
」を
う
た
っ
て

い
る
わ
が
市
の
特
色
を
活
か
し
、
行
政
に
全
て
お

任
せ
で
は
な
く
、
地
域
住
民
の
力
を
活
用
し
た
住

民
自
治
の
推
進
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
、

市
民
が
イ
キ
イ
キ
と
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に

繋
が
る
と
考
え
る
。

新
し
い
制
度
や
条
例
等
の

市
民
へ
の
情
報
提
供
と
し

て
、「
職
員
の
出
前
講
座
」は
い
か

が
か

市
政
の
情
報
を
伝
え
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
は

非
常
に
大
き
な
課
題
な
の
で
、
提

案
も
参
考
に
し
な
が
ら
対
応
を
考

え
て
い
く
。

と
考
え
て
い
る
。
同
時
に
高
齢
者

を
含
む
大
人
と
、
高
校
生
や
中
学

生
の
子
ど
も
た
ち
が
交
流
す
る
中

に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
も
あ
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
検

討
し
て
い
く
。

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る

市
民
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

の
今
後
の
育
成
計
画
や
方
向
性
は

地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
高
校
生
を
、

絆
づ
く
り
事
業
や
未
来
若
者
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
積
極
的
に
活
動
し

て
い
る
方
を
対
象
に
行
っ
て
い
く
。

出
前
講
座
に
市
民
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を

設
け
、
認
定
市
民
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
に
講
師
を
担
っ
て
も
ら
う
の

は
ど
う
かフ

ァ
シ
リ
に
よ
る
市
民
団

体
も
立
ち
上
が
っ
て
い
る

の
で
、
必
要
性
を
考
え
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

住
民
自
治
を
推
進
し
て
い

く
上
で
、
絆
づ
く
り
事
業

の
テ
コ
入
れ
が
必
要
と
考
え
る
が

事
業
内
容
の
固
定
化
や
、

地
域
へ
の
浸
透
が
薄
い
な

ど
の
課
題
が
見
ら
れ
る
地
区
も
あ

り
、
見
直
し
が
必
要
な
状
況
に
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

多
世
代
間
の
交
流
が
で
き

る
多
機
能
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
施
設
が
必
要
と
考
え
る
が

行
政
機
能
の
補
完
や
地
区

へ
の
支
援
、
地
域
づ
く
り

や
生
涯
学
習
等
が
で
き
る
地
域
拠

点
の
整
備
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

相
良
地
区
で
計
画
し
て
い

る
公
民
連
携
の
大
型
施
設

を
、
同
じ
く
都
市
拠
点
と
な
る
榛

原
側
に
も
整
備
し
て
い
く
計
画
は

で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ

て
い
る
。
民
間
の
方
々
か

ら
の
提
案
も
あ
る
中
で
、
様
々
な

課
題
解
決
が
で
き
る
か
検
討
し
て

い
く
段
階
に
き
て
い
る
。

問問 問

問問

問

答答 答

答答

答

濵﨑 一輝
質問の様子はこちら

−動画配信中！− 

○
そ
の
他
の
質
問

　
対
話
に
よ
る
協
働
の
ま
ち

　
づ
く
り
と
は
何
か

図書館等の複合機能を持つ施設が整備される
予定のジャンボエンチョー跡地

市
民
フ
ァ
シ
リ
に
よ
る

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座
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提言書のその後を検証！追跡！

過去に市議会（常任委員会）から市長へ提言したものについて、その後、市政にどのよ
うに生かされているのか検証します。

平成30年度に静波海岸では初となる中央トイレの簡易水洗化、照明のＬＥＤ化等を実施。今年
度中には、新たにシャワー室や更衣室、障害者用トイレなどの機能を備えた「静波海岸マリン
スポーツステーション」を整備する。

牧之原市における人口に対する保健師数は県内でも高水準であり、毎年採用している。
また、平成30年度より心理問題を専門とする臨床心理士や、相談業務等でニーズの高
まっている社会福祉士など過去に採用実績のない職種を採用している。保健師が地区
単位で活動する「地区担当制」を実施しており、相談体制も充実してきている。

海水浴場の公衆用トイレは利便性に乏しく、老
朽化が目立ち、車椅子での利用にも配慮されて
いない。また、シャワー室もプライバシー保護
の観点から問題がある。多くの海岸利用者が利
用するこれら施設の快適性を向上させるよう整
備、改修すること。

○海水浴場の誘客に向けた整備について
（平成30年提出）

子育て支援事業を推進する上で、指導や相談など
の体制整備が重要である。保育士、保健師、臨床
心理士の不足により、事業が計画的に推進できて
いない現状が見受けられることから、専門スタッ
フの適切な人数を確保し、体制強化を図ること。

○子育て支援について（平成28年提出）

総務建設委員会

文教厚生委員会

常任委員会の
調査事項が決定

将来を見据えた魅力あるまちづくり

環境保全に向けた

　　　　　　　取り組みについて

本会議において、常任委員会は市の提出議案について審議を行ってい
ます。その他にも常任委員会では任期（２年）の間、本会議の閉会中
においても市の諸課題の中から、懸案事項などについて、調査・研究
テーマを設定し、提言に向け委員会を開催します。

　

市
の
設
計
書
と
も
言
う

べ
き「
総
合
計
画
」や
国
の

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
法
に
基
づ
く「
地
方
版

総
合
戦
略
」、
こ
れ
ら
は

全
て
将
来
に
渡
り
い
か
に

持
続
可
能
な
ま
ち
を
創
り

上
げ
る
か
を
主
題
と
し
て

い
ま
す
。
全
国
的
に
加
速

度
を
増
す
少
子
高
齢
化
の

波
は
、
大
な
り
小
な
り
地

方
の
あ
り
様
を
変
化
さ
せ
、

そ
こ
で
対
処
を
誤
り
、
対

応
が
遅
れ
れ
ば
こ
の
ま
ち

の
持
つ
基
礎
体
力
を
奪
わ

れ
か
ね
ま
せ
ん
。

　

今
、
世
界
は
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
な
ど
に

よ
る
地
球
温
暖
化
や
海

洋
へ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
の
流
出
な
ど
、
環

境
課
題
が
危
機
的
な
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
12
月
に
開
催
さ
れ

た
国
連
の
温
暖
化
防
止

会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
25
）で
も

世
界
の
国
々
が
そ
の
対

策
や
保
護
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
牧
之
原
市

は
海
岸
線
約
15
キ
ロ
を

有
し
、
市
民
は
海
、
空
、

山
の
自
然
を
享
受
し
て

い
ま
す
。
環
境
問
題
に

つ
い
て
考
え
る
こ
と
は

責
務
で
あ
り
、
保
護
、

　

そ
の
よ
う
な
中
、
委
員

同
士
の
議
論
か
ら
出
た
意

見
が「
将
来
を
見
据
え
る
」

と
い
う
視
点
で
し
た
。
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や

立
地
適
正
化
計
画
、
農
業

支
援
、
休
眠
漁
港
の
利
活

用
を
含
む
沿
岸
部
活
性
化
、

近
隣
市
町
と
の
広
域
連
携

な
ど
課
題
は
尽
き
ま
せ
ん

が
、
大
局
的
な
視
野
に
立

ち「
将
来
を
見
据
え
た
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」を

テ
ー
マ
に
、
今
後
は
数
あ

る
課
題
の
中
か
ら
ポ
イ
ン

ト
を
絞
り
つ
つ
実
効
性
を

伴
っ
た
政
策
提
言
を
目
指

し
ま
す
。

改
善
し
て
い
く
た
め
に
市

民
と
し
て
で
き
る
こ
と
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。
牧
之

原
市
か
ら
国
内
外
に
自
然

環
境
を
守
る
こ
と
を
発
信

し
た
い
と
い
う
願
い
か
ら
、

ま
ず
私
た
ち
の
生
活
周
辺

の
環
境
の
現
状
を
把
握
し
、

改
善
に
向
け
調
査
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
市
民
や
事

業
者
が
環
境
問
題
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
取

り
組
む
べ
き
こ
と
を
研
究

す
る
た
め
、
当
委
員
会
で

は
今
回『
環
境
保
全
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
』を
テ
ー
マ
と
し
て
約

２
年
に
わ
た
っ
て
調
査
と

研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

市内各地区で活動する保健師

静波海岸マリンスポーツステーション
完成イメージ図
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新
た
な
議
会
構
成
に
よ
り
、

広
報
特
別
委
員
会
の
メ
ン
バ

ー
も
若
干
の
入
れ
替
え
が
あ

り
、
私
も
委
員
長
に
就
任
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
副
委
員
長
と
し
て

経
験
を
生
か
し
、
議
会
活
動

の
見
え
る
化
を
意
識
し
な
が

ら
様
々
な
情
報
発
信
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
議
会
が
市
民
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
、
よ
り
身
近
で
親

し
み
の
持
て
る
存
在
に
な
る

よ
う
な
紙
面
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。　
　
　
　
（
濵
﨑
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

委
員
長　
　

濵
﨑　

一
輝

　

副
委
員
長　

原
口　

康
之

　

委
員　
　
　

藤
野　
　

守

　
　
　
　
　
　

平
口　

朋
彦

　
　
　
　
　
　

吉
田
富
士
雄

　
　
　
　
　
　

鈴
木　

長
馬

編
集
後
記

今号の表紙
【地頭方小学校 しめ縄作り】

地域ボランティア協力のもと、
しめ縄を親子で作りました。他
にも地頭方海岸での「どんど焼」
など、学校では伝統に触れる機
会を多く作っています！

２月定例会の日程

議会を傍聴してみませんか

提案説明 
通告質疑

審議・採決

※当初予算連合審査会
　　3月12日（木） 13日（金） 16日（月）

２月25日（火）
３月５日（木）

９日（月）
10日（火）
24日（火）

一般質問｝

　地方議会では現在、市長から提案のあったものが良いかどうか判断する「意思決定機能」や、市を監視
する「チェック機能」だけでなく、市民の意見をくみ取り、市議会自らが市の政策を立案する「政策立案
機能」が求められています。そこで牧之原市議会では平成30年７月に政策立案推進部会を設置し、議会
からの条例制定を目指しています。
　昨年、ワーキンググループ２が検討してきた「牧之原市議会の議員の欠席時における議員報酬等の特例
に関する条例」を議会として制定しました。現在は、２つのワーキンググループが条例制定に向け、検討
を進めています。

【目的】
　子どもたちが自ら郷土を愛し、生涯に渡りこの「まち」に住み続けたいと思ってもらえるような良
好な育成環境を整備していく。
　そのためには、子どもたちを取り巻く様々な人たちの協力が必要不可欠であり、共に未来の牧之原
市を担ってもらう子どもたちを育成していく条例制定を目指す。

ワーキンググループ１　（仮称）牧之原市の子どもたちの未来を育む条例

【目的】
　生誕300年を契機とした意次侯を生かしたまちづくりの趣旨にのっとり、「田沼意次侯生誕300年 議会
宣言」を行った責任を果たすためにも、意次侯にちなんだ牧之原市らしい特色ある条例制定を目指す。

ワーキンググループ３　（仮称）田沼意次侯に学ぶ牧之原市のまちづくりの条例

〜議会からの条例制定に向けて検討を進めています〜

傍聴する

市議会で行われている会議は
全て公開です。

録画配信を見る 

一般質問はいつでもご覧いた
だけます。

会議録を見る 

ホームページで本会議や委員会
の会議録を見ることができます。

もっと市議会を知ろう！

牧之原市　議会中継 検索 クリック


